
日　付 15：00～16：15 書記

＜発言者＞

井上会長 ・開会挨拶  

5月に始まりまして、今日で第10回目。毎回お集まりいただき、さまざまなご意見を頂戴して感謝して

おります。まとめの時期です。2月16日の読売新聞に「安心の子育て・介護」に向けた提言が載っており、

▽提言のポイント

◆「カギは１～２歳児保育だ」

・少人数向け保育施設の増設を急げ・幼稚園から「認定こども園」へ・認可外施設の透明性を高めよ。

◆「安心の介護と認知症対策」

・「自立支援型」のケアに重点を・民間の保険外サービスを生かせ・共生社会の実現へ認知症基本法を。

◆「保育・介護の人材確保を急げ」

・処遇の改善へ重点的に投資せよ・保育、介護の基本資格を共通化・AI、IT、ロボットの活用を推進。

◆「働き方改革で担い手を支援」

長時間労働の是正で出生率向上も・育休は、パパも、「非正規」雇用者も・介護離職ゼロへ、雇用保険を活用。

◆「あらゆる資金の活用を」

社会保障、税の一体改革を再構築・相続税非課税国債は有力な選択肢だ・地域の課題解決に共助をいかせ。

　まさに今回、我々が取り組んでいる仕事そのものです。我々が目指しているものは間違いではないと

強い自信になりました。着実に進めていきたい。具体的には、認定こども園の工事は2/10に公募締め切り

（現在4社）、3/8入札。先週日曜日に、飯倉台地区の皆様に工事概要のご説明をし、引き続き駅前地区、新田の

皆様に来週日曜日に説明会をやっていきたいと考えています。本日はありがとうございます。

どうぞよろしくお願い致します。

事務局 配布資料：平成28年度 飯倉駅前地区まちづくり協議会 活動報告書（案）

1.はじめに、目次、飯倉駅前地区まちづくり協議会について P1～2

・協議会設立の経緯・協議会委員・協議会の活動内容について（概要）

2.協議会の活動内容について P3～11

・第1回～12回協議会・さんさんフェスタ・有識者意見交換会・ワークショップ

3.事業計画案について P11～15

・テーマ・コンセプト・目標・事業内容・スケジュール

4.次回協議会日程について

・3月4日（土）午後1時30分～　 講演会「ピンチをチャンスに変える生涯活躍のまち」

講師：株式会社三菱総合研究所　プラチナ社会センター

主席研究員　チーフプロデューサー　松田　智生氏

＜ 内 容 ＞

《第10回飯倉駅前地区まちづくり協議会　議事録》

平成29年2月18日(土) 晴れ 浦田

出席者

委員

井上 峰夫(会長）、野澤 善一郎、村井 康祐（代理：飯島 長男）、鈴木 弘、柴田 実（監事代理）

加瀬 功一（副会長）、椎名　英夫、平山 瑞子(監事）、松本 理

匝瑳市役所 企画課長 太田　和利、まちづくり戦略室長 林　雅之

事務局 江波戸、鈴木（九十九里ホーム）　　西方、浦田（ミサワホーム）



　　　　　　　午後3時～　　　 第11回協議会　　　　

井上会長 （事務局から説明の通り）こんな形で活動報告書を作成し、次回、次の段階の計画案を作っていく。

各自ご意見、ご感想をお願いします。

A委員 どのくらいのスパンの計画なのか、いつごろどうなるか書いたほうが良いのでは。

事務局 最終ページにスケジュールを載せているので、後ほど説明する。

B委員 良くまとまっていると思う。事業計画の中で、オーシャンマート跡地部分がメインだとは思うが、協議会の

中では、飯倉駅前、九十九里ホーム、あかしあ幼稚園の移動も含めて、飯倉駅前全体での開発として

聞いている。そのあたりは今後の報告書で触れるのか検討していただきたい。また写真はいいが、

添付資料等、字が小さいので工夫されたほうが良いのでは。

C委員 サ高住については、報告書に入れなくて良いのか。

事務局 各協議会会議ごとに、※印で書いてある資料は添付する。サ高住についても第2回、第9回で説明しているので、

資料として添付する。

D委員 シンプルにまとまっていて、良いと思う。これはどこに提出するのか。

事務局 委員の皆様、市や国に報告する。

E委員 アンケートについては自分で何件か回った経緯もあり、回収率が良いとの事なのでうれしかった。

ラジオを聞いていたら、ある偉い人の話で、「昭和の時代に6号線に若い人達が集まってきた。その人達が

いま高齢者になって、お金はあるが目標がない。目標はたとえば農地、ものを作るのが生きがいになる

のでは」と言っていた。それを聞いて、自分達がやっている事だと思った。昨日、シニアの女性委員会で

「飯倉駅前にこども園ができるんだって。」と話が出てきた。情報が浸透してきている。その場で説明が

できたのでＰＲができた。

F委員 アンケートについて、色々な内容の回答が出たと思うが、地元の方がどういう考えを持っているか、

回答結果を入れたら良いのでは。

G委員 内容については良いと思う。飯倉駅は電車は便利で良いが、バス等についても色々考えたい。

事業施設については、すばらしいと思う。

H委員 この内容で良いと思う。

匝瑳市 先程の、活動報告書をどこに提出するのかとの問いについて、今回のまちづくり協議会は国の交付金を

活用しているので国へ提出する。内容については公表される。事業の取組にあたっては、地域の

課題を皆様で出しあっていただいた中で、この事業では、どういうことを当てはめていくのかをお話

していただく。色々な意見、良い意見が沢山出ているので、市としてはこれをバックアップしていく。

市としても「生涯活躍のまち」として1つの目標にしているので、飯倉駅前地区をモデルケースとして



取り組んでいく。協議会を1年近くやってきて貴重なご意見を沢山頂いたので、今後この計画をまとめ上げて、

次のステップへ進んでいただく。市としては事業が円滑に進むよう、バックアップしていく。

井上会長 特養について、県の高齢者福祉課 施設整備班の方々と書類のやり取りをしており、2月20日に提出予定。

3月には法人審査会があり、年度明け早々に県が国に施設整備計画を出す。ほぼ図面作成も終わっている。

具体的に詰まったところまで来ていて、予定通り進んでいるので、後は資金の問題。

A委員 今の金利は昔の金利とはずいぶん違ってはいるが、補助金は後からついてくると思うが、いくらかでも早く、

分割でもいいから補助金があったほうが良いと思うので、市もご配慮お願いします。

事務局 事業計画案の大まかな所とスケジュールの話をさせていただきました。このような形でまとめさせていただく

方向で、よろしいでしょうか。次回の協議会では今日の報告書の形で出させていただきます。

井上会長 お配りしたチラシは3月4日の講演会のものです。是非、PRお願い致します。色々な方がいらっしゃる

とのことです。(新聞社等）講演のあと、協議会を行うことで、報告書や計画書に厚みが

出るのではと期待しています。

次回は、講演会の受付が13時、講演開始が13時30分から。約1時間30分予定していますので、

協議会は3時からお願いいたします。

3月は協議会が2回あります。2回目は3月18日(土）午後3時からですので是非、ご予定いただきたいと思います。

報告書については概ねご了解いただけましたので、さらに肉付けをし、完成させたいと思います。

次回は計画をもう少し練ってやっていこうと思います。ありがとうございました。

以上

次回 3月4日 PM　3：00～


